
令和２年度 教職員による自己評価 

基本目標   たくましく豊かな心を持つ青少年の育成 

※評価の規準 

４ 十分達成できている   

３ 概ね達成できている   

２ どちらかというと達成できていない   

１ ほとんど達成できていない 
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１ 豊かな心の育成 
①いじめ、不登校への 

適切な対応 
 
 
 
②あいさつと言葉遣い 

 
  
 
  
 

 

３ ○ 毎月のなかよしアンケートの実施や教師の積極的な児童への
関わりにより予防と、早期発見、早期対応ができた。児童アン
ケートの「先生は悩みをよく聞いてくれる」の項目で３．７の
高い評価からもそれがわかる。今後も児童が安心して登校でき
るように、組織的な取組を続けていく。 

○ 日常的な指導と共に、児童会による、児童の主体的な取組、
さらに高学年による手本が示され、校内のあいさつについては
かなり改善されている。しかし、個人差が大きかったり、家庭
や地域でのあいさつへの評価には、２割程度の保護者が２以下
の評価をしたりしており、依然改善の余地がある。自律した児
童の姿として表れるよう、家庭地域と連携し指導する必要があ
る。 

２ 基礎学力の充実 
 ①確かな学力の育成 
 
  
  
 
②教職員研修の充実 

３ ○ 全国学力学習状況調査、長崎県学力調査では、平均を上回る
安定した学力の習得が見られた。各学年のながよ検定の合格率
も９５％～１００％と高まり、児童に学ぶ喜を味わわせること
ができた。さらに分かる授業、個別の指導、家庭学習の充実を
図り、全ての児童に基礎基本の学力の定着を実現する。 

○ 感染防止のために多くの制限の中での授業実践となったが、
学年主任、分任された校務分掌主任等の主体的な働きかけによ
り、校内での全体研修と共に、同学年を中心とした日常的な研
修が実現した。今後さらに後進の育成に努める。 

３ 健康安全教育の推進 
 ①安心安全な学校生活 
 
  
  
 
②体力づくり 

 

３ ○ 感染防止を重点指導目標として「手洗い マスク 思いや
り」の指導を行った。その成果が、換気の徹底や、マスクの着
用率 100％等、教職員の意識の高まりと児童の姿として成果が
表れた。ＰＴＡとも連携を図ることができた結果でもある。更
に児童の自律を育成し、新しい生活様式の定着を図っていく。 

○ 教師の工夫により感染防止策を講じながら、体育の授業が行
えている。制限の中でも、「体育科発表会」が実施でき、運動
する楽しさを味わわせることができたが、基礎体力の向上には
課題が残った。  

４ 特別支援教育の充実 
①一人一人のニーズに応じ
た支援 

 
 
②教育相談の充実 

３ ○ 特別支援学級、通級指導教室において個別の指導計画をもと
に、個に応じた授業が行われ、児童の安定した登校が実現し
た。さらに児童・保護者のニーズに応えるために専門機関との
連携を図ることもできた。 

○ ７名の特別支援コーディネーターが、困り感を抱えている児
童や保護者の担当を分任し、担任と協力し丁寧な対応、積極的
な対応、組織的な対応ができた。 

５ 国際化への対応 
①外国語活動の充実 

３ ○ ５・６年生には、外国語専科が専門的要素を取り入れ、新学
習指導要領に沿った授業が展開された。１～４年生にはＡＬＴ
が担任の補助を行い、生の英語に触れながら指導ができた。さ
らに指導を継続し、一人一人の児童のコミュニケーション能力
を高めたい。 



 

６ 教育環境の整備 
① 整った教育環境 

 
  
②保護者・地域との連携 

３ ○ ユニバーサルデザインによる教室の全面掲示や、めあてとま
とめが子供に届く授業、長与スタンダート等、全校で統一した
学習環境の整備を継続したことで、学級の安定につながった。 

○ マスク着用率 100％、登下校時の交通事故 0件家庭学習の充
実等、コロナ禍の中でできる連携がとれ、安心して学ぶ環境が
整ってきている。さらに家庭との連携を図り、基本的生活習慣
や家庭学習の定着など共通目標を共通実践していく必要があ
る。 

７ 教職員の資質向上 
①指導力の向上 

 
  

 
②児童に寄り添う教師  

３ ○ 自己評価の中でも、協働性・同僚性のある職場づくりについ
て３．３と自己評価が高く、校内研究での共通目標を、同学年
を中心に共通実践することができた。相互に研鑽する職員風土
を生かし全体的な指導力向上と、後進の育成を図る。 

○ 幅広い年齢層で構成された教職員集団であるが、担任を中心
に、同学年、専科等が協力し、複数で児童に寄り添う指導を行
うことができた。その結果報告すべき大きな問題行動は発生し
なかった。さらに感性を磨き児童にとって価値ある教師を追求
していく。 


